
 

  KD地連-Q10052(00) 

    

糖尿病と上手に付き合う 
 

糖尿病は自覚症状が乏しいため、知らない間に神経障害、網膜症、腎臓病などの

合併症が進行し、生活を脅かすことがあります。そのため、かかりつけ医によるきめ

細やかな診察を受け、合併症の早期発見につなげることが大切です。 

 糖尿病地域連携パスは、日常の定期診療は「かかりつけ医」で、糖尿病療養指

導や合併症の検査は「専門病院」で、という役割分担を行い、連携を取りながら治療

を進めていく診療形態です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

情報の共有 

患者説明用資料 

かかりつけ医 刈谷豊田総合病院 

日常の診療 

 

血糖値コントロールが安定 

するように管理 

 

＜診療の一例＞ 

 お薬の処方 

 血液検査・尿検査 

 日常生活指導 

 合併症の治療 など 

          

 

教育入院・精密検査 

 

糖尿病教育入院・合併症検査 

併発症治療など 

 

＜診療の一例＞ 

合併症の定期精密検査 

コントロール悪化時の指導 

急性合併症への対応 

栄養・療養指導 など         

 受診の時には手帳を持って行き

ましょう 

医療機関で記入してもらえます

が、自分でも記入してみましょう。 

糖尿病と上手に付き合うための 

糖尿病地域連携パス 

定期受診 定期受診 

糖尿病連携手帳 


